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第16回絆づくりこうなん実行委員会　会議要旨


日時：平成24年10月2日（火）　午後1時30分～3時


場所：市民・協働ステーション（情報センター2階）中会議室


		議題　（１）第２回　この指とまれ　絆づくりカフェについて


　　　（２）第３回　この指とまれ　絆づくりカフェについて


　　　（３）今後の絆づくりの企画案について

　　　（４）その他





１　第２回　この指とまれ　絆づくりカフェについて（振り返り）


・生活・環境グループでは、電磁波障害、農薬、食品公害の話し合いもあった。


・従来の呼びかけ（広報、チラシ）以外に、実行委員が直接熱意を伝えることによって参加者を増やしたい。


・第１回のイメージで参加された方もいた。何かそのテーマで自分の意見を発表しなければならない雰囲気で、予想していた”絆づくり”ではなかったとの感想があった。


・テーマ設定で構えてしまったのではないか。


・果たしてこれでよかったのかという反省がある。


・教育のグループでは、いじめや携帯電話が取り上げられ、参考にしたい意見もあったので、それがみんなに伝わっていけばいい。


・ＮＰＯ同士の絆か、何かに参加したいという個人向けのＮＰＯ紹介か。二つを同時に行うのは難しい。


・参加者の少なさから、つながりを求めている人は、そんなにいないのではないかとも思えてきた。


・登録団体は、もっと積極的に参加すべき。年に１回ぐらいは”顔合わせ”に参加すべき。


・ＮＰＯは活動で手一杯。交流までは求めていないのでは。


・ＮＰＯ・ボランティア団体だけでなく文化団体、スポーツ団体までつながってほしい。




※ホームページで開催結果の公表用資料に、実行委員の感想として次のことを加えます。


・従来の呼びかけ（広報、チラシ）以外に、実行委員が直接熱意を伝えることによって参　加者を増やしたい。


・ＮＰＯ同士の絆づくりと、何かに参加したいという個人向けのＮＰＯ紹介。二つを同時に行うのは難しい。


・登録団体は、もっと積極的に参加すべき。年に１回ぐらいは”顔合わせ”に参加すべき。


・ＮＰＯ・ボランティア団体だけでなく文化団体、スポーツ団体までつながってほしい。


２　第３回　この指とまれ　絆づくりカフェについて


（平成２５年３月３日に市民文化会館で開催される「ふくし江南ふれあいまつり」の中の一企画として「絆づくりカフェ」を開催します。）

・会場は、２階の音楽室の見込み。必要な備品の種類と数を社会福祉協議会に報告したい。

・社会福祉協議会の企画の中の一つとしてではなく、社会福祉協議会とコラボしたい。


・第２回の振り返りを活かしたカフェにしたい。


・途中、団体ＰＲの時間を設ける。


・社会福祉協議会がブース出展を募集する際、絆カフェでも団体ＰＲを募集している旨を一緒に周知してもらえるといい。


・団体ＰＲでは、体験型、参加型のもので、健康をテーマにしたものを入れたい。フットケアなど、音楽室でも可能なものも多い。


・全体（文化会館）の準備は前日ではないか。当実行委員会の役割分担を確認する。


・当日の会館内では、さまざまな企画があり、一箇所に立ち止まる時間は長くない。テーマはない方がいい。


※当日のタイムスケジュール（案）


　（絆カフェ開店前は、館内での呼びかけ）


　１３：００－１３：００　カフェ開店


　１３：３０－１４：００　団体ｐｒ（３団体×１０分）


　１４：００－１４：３０　交流会再開


　１４：３０－１５：００　団体ｐｒ（３団体×１０分）


　１５：００－１５：３０　交流会再開


　１５：３０　　　　　　　終了。片付け


※必要備品　机１０脚、椅子３０脚、パネル５枚


３　今後の絆づくりの企画案について


・絆カフェとは別に、絆づくりに結び付く企画があればみんなでやっていきましょう。


・他市町のセンターやＮＰＯを訪問して勉強したい。例えばストックヤード。


・我々が、各団体がどんな活動をしているか知らないという反省がある。


・ＮＰＯ・ボランティアガイドから適切な団体を選び、市民・協働ステーションに来ていただき、実行委員が団体の詳細な活動などを聞くのはどうか。


・１回に付き、２，３団体を招けば、その団体同士、実行委員との交流（絆）もできる。


・その団体の魅力を引き出して、情報発信したい。


・積み重ねていけば、ある団体の協働相手に、別の団体を紹介（コーディネイト）することも可能になるのでは。


※次年度以降の企画案


　・「ＮＰＯ・ボランティアガイド」に掲載されている団体を定期的に招き、ガイドには載っていない情報（実際に活動している方の思いなど）を集め、発信していく。同時に、その団体との絆を深めていく。


４　その他（次回実行委員会）

・日　時　１１月２０日（火）午後１時３０分


・場　所　市民・協働ステーション（地域情報センター２階）


傍聴は自由です。お気軽にお越し下さい。
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